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は じめ に

　本稿は 日本教育心理 学会第 43回総会発表論 文集 ， 日本

発達心理学会第12回大会発表論文集 と，2000年 7月か ら

2001年 6 月まで の教育心理学研究，発達心理 学研究 ， 心

理 学研究 に 掲載さ れ た 文献 を対象と し て ま と め られ た。

こ れ ら の うち で 児童 ・生徒を対象と した研究の 数 は多 く，

研究領域 も広範囲 に 及ぶ 。 そ こ で ，本稿 で は 以下 の 基準

に合致する もの に限定 し て取 り上げる こ と に した 。   調

査対 象者 と し て ， 小学生 ま た は 中学生 が含 ま れ て い る こ

と （た だ し ， 中学生以 降の 年齢層 の 者 の み が 対象 とな っ てい る場 合

は，青 年 期 以 降 を対 象 と した 研 究 とみ な し，本稿 で は 取 り上 げ な

い ）。   対象と な る 研 究領域は，自我 ・自己 の 発達，対人

関係 ・社会性の 発達，生活習慣，不適応 と 問題 行動，不

適応児童生徒 へ の 支援 ， 家庭要因の 影響の 6領域に絞 る 。

学業達成 お よび言語 ・認知 に つ い て は ， 他部門で の 紹介

に ゆだね る こ と とした 。 以上 の 基準 を満たす研究を学会

発表論文集 か ら検索す る 際 ， 日本教育心理学会 総会発表

論文集で は，「発達」部 門 に 掲載 され て い る もの の 中 か ら

選 び ， 日本発達心理学 会大会発表論文 集 で は ，小学生 ま

た は 中学生 を対象 と し た研究の み を選 ん だ。その 結果，

自我 ・自己 の 発達 9件 ， 対人関係 ・社会性の発達 9件 ，

不適応 と問題行 動 20件 ， 不適応児童生 徒へ の支援 8 件 ，

生活習慣 9件 ， 家庭要因の 影響 4件 ， 合計59件の 研究 を

取 り上 げた。発達 の 基 礎的研究は 比較的少 な く， 児童生

徒 の 不適応 や問題行動 の 実態 を明らか に し， その 関運要

因を検討す る こ と を 目的と す る研究が 今年度 も多か っ た。

中で も ， 子 ど も の 生活習慣の 乱れ に 注 目する研究が 多 い

の が印象 に 残 る 。 質問紙法 に よ る横断的研究が多 い の は

例年通 りの 傾向だが ， 十数年に も及ぷ 縦断的研究や 優れ

た実践 研究 も見 られ，21世 紀 を迎 え て の 新 し い 息吹が感

じられた 。 領域 ご とに 研究 を紹介 しよ う。

自我 ・自己の 発達

　こ こ で は，自己 制御 の 研 究 が 比較的多か っ た
。 その 他

に は ， 自己評価的意識 伯 尊感 情，自己受 容 な ど）， 時間的展

望 の 研 究が あ っ た 。 ま た ，
い わ ゆ る 「い い 子 」の 抱え る

問題 に 焦点 を当 て た研究 もあ っ た 。

a ．自己制御

　中田 ・塩見 （200D は ， 日常生活場面で の 自己統制 を 「許

容性」， 「自己開示」， 「意思決定」， 「独 自性」の 4 側面か

らとらえ ， 具体的な状況 に お ける行動 決定の 際の 判断基

準の 学年的変化 に つ い て ， 自由記述 を含む質問紙法に よ

り検 討 した。小 学校 3年生〜 6 年生 を対 象 とした調査 の

結果 ，学年 の 増 加 に 伴 い
， 行 動 を決定 す る際 の 判断基準

が 他律 か ら自律 へ と変化 す る傾向が 見 られ た もの の ，自

己開示の側面 で は逆 に 自律 的判断 が困難 とな る こ とも示

さ れ た 。 自己制御 の 各側面 に は
， 対人認 知的 要因 の 関与

を考慮 し ， 質的観点か らの検討が 必要 と主張 し て い る 。

　樟 本 ・伊 藤 ・山崎 〔2001） は 幼稚 園 年長 児 ， 小 学 2 年

生 ， 5年生 を対象 に ， 自己 実現の 程度（担任教 師に よ る 評定 ）

と 自己制 御機能 （自己 主 張 な らび に 自己 抑 制 ）との 関連 を検討

した 。 ク ラ ス タ
ー分析の結果 ，自己制御機能の 観点か ら

被験児 は ， 自己 主張
・自己抑制両高型 ，主張型 ，抑制型 ，

両低型 の 4 群に 分か れ る こ とが明 ら か に さ れ た 。 児童で

は ， 2 年生 よ り 5 年生の 方が 自己実現傾向が高 い こ と ，

抑制型 よ りも主 張型 や両高型 の 方 が 自己実現傾 向が高 い

こ と が 明 らか に さ れ ， 自己主 張 の 強 さ が 自己実現の 鍵 と

な る こ とが 示唆 された。

　中川
・近藤 ・樟本 ・林 ・

原野 ・八島 ・山崎 （2001＞は小

学校 1 年， 3年， 5 年生を対象 に ，他者 の 感情 に あわ せ

た 感情表出制御の発達的変化 を検討 して い る 。 こ こ で は ，

友人 が特定の感情 を表出し な が ら発言 し て い る が ， 話 し

相手で あ る 主人公 の感情は ニ ュ
ート ラ ル と い う架空の 場

面 を被験 者 に 示 し ， 主人公 が表 出す べ き 感情 と そ の 理 由

が 尋 ね られ た 。 分析 の 結果 ， 1年生 よ りも 3年 ・5 年生

の ほ うが，友人 の 感情表出 に あわ せ た表情をす る こ とが

妥当 と判断す る こ と ， 1年生 は友人 が 怒 っ て い る と き ，

自分 の 表情 を友人 に あ わ せ る こ とが 少な い こ と が 明 らか

に さ れ た 。

b ．自尊感情 ・自己受容 ・自己評価な ど

　佐藤 ・杉原 （2001） は ， 中学 1 年生 と高校 1年生 を対象

に
， 自尊感情 とス トレ ス ・コ ーピ ン グ の 関連を検討 した 。

高校 1年生では，自尊感情が 高 い 群 は低 い 群 よ P も， 積

極的対処 を行 な う傾向が 強 く， 認知的対処 を行 な う傾 向

が 弱 い こ とが 明 ら か に さ れ た 。

　橋本（2001）は 小学 4 年生 〜 中学 3年生 を対 象 に ，過 去 ・
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現在 ・将来 に お ける父母 ， 友人，自分 に よ る受容 に つ い

て 調査 を行 っ た 。
い ずれ の 時点 で も ， 父母 自己 に よ る

受容は ， 小 学生 よ り中学生 の 方が低 い こ とが明 らか に さ

れ た 。

　小西
・乾原 （2001 ） は ， 中学 2年生 を対象 に 自己成長力

と運動能力 と の 関連 を検討 した 。 自己成長力 は自己成長

力検査（能力，性格，体力 の 3 つ の 側面 ご と に，関 心，意欲，遂 行

力が 測定さ れ る）に よ り測定され ， 運動能力は ， 持久走な ど

4種 目の 合計 得点 が 用 い ら れ た 。 男子 で は ，   能力領域 で

の意欲 と遂行力の 高 い 者ほ ど運動能力が高 い
，   体力領

域で の 関心 ， 意欲 ， 遂行 力が高 い 者 ほ ど運動 能力が 高い

こ と ， 女子 で は ， 性格領域 で の 意欲 が高 い ほど運動能力

が高 い こ と が明 らか に され た。

　真榮城 ・酒井 ・小泉 ・菅原 （200D は ， 児童期 αO劇 か

ら思春期 （14歳）に か けて の 子 ど もの 自己 評価の 変化に つ

い て，縦断的に検討 し て い る。自己評価 を Harterの Self

Perception　Profile　for　Childrenの 翻訳版で 測定 し た と

こ ろ ， 学業能力 ， 運 動能力 ， 容 姿 ， 友人関係 ， 自己 受容

感の す べ て に お い て ， 10歳 と 14歳の 2 時点 間で 中程度 の

有意相関 が見 られ ， 児童期 か ら思春期 に か けて の 自己評

価が あ る 程 度維持 され る こ とが 明 らか に さ れ た 。

c ．時間的展望

　都築 （2001 ） は ， 小学校 4 年生〜中学校 3 年生 を対 象

に ， 時間的展望 の 発達的変化 を検討 した。その 結果 ，中

学校 2 ・3 年生 は ， 他 の 学年 に 比 べ て ，自分 な りの 目標

が ほ しい と い う気持ち を比較的強 く持ち な が ら も ， 厂将来

な りた い もの が 決 ま っ て い る」， 「大 き く な っ た らや っ て

み た い こ とが あ る」と答え る傾向が弱 く， 「なん とな く毎

日 が過 ぎ る」な ど と答え る傾向が強 い こ とが明 らか に さ

れ た 。 こ れ は，中学 2 ・3年生 が ，将来 へ の 希望は 弱 く，

空虚感 を抱 い て い る こ とを示 す もの で あ る 。

d ．「い い 子」の 研究

　親や 大人 に と っ て 手が か か らず ， 人の こ と を よ く考え

て行動 し ， 周囲の期待を裏切 らな い 子 ども は ，
い わ ゆ る

「い い 子」と呼ばれ る 。
こ の様 な 「い い 子」は ， 内面 的問

題 を抱 えやす い と考 えられ る。庄 司 ・林 田 （2001） は ，中

学 1〜 3年 生 を対 象 と して ，質問紙法 に よ り， 「い い 子」

傾 向 と セ ル フ ・コ ン トロ ール お よ び対人 関係 の関連 に つ

い て検討 した 。 そ の 結果 ，   「い い 子」傾 向 は 「主 張抑

制」と 「他者迎 合」の 2 つ の 側 面 か らな る，  「い い 子」

傾 向 の うち ， 他 者迎合 の 強 い 者 ほ ど，セ ル フ ・コ ン トロ ー

ル が 高 く， 他者 と 共感 ・同調 的 ， 友好的 ， 主 張的 に 関わ

る傾向が強 い ，   「い い 子」の うち主張抑制が高 い 者程

学校内支援が 少な く，対人 関係満足度 も低 い
， な ど が明

らか に さ れ た 。

対人関係 ・社会性の発達

a ．仲間関係の 発達

　手塚 ・古屋 （2001） は ， 仲間関係の発達的変化を ， 小学

校 5年生か ら大学 1 年生 まで を対象に検討 し て い る 。 因

子 分 析 の 結 果，gang −relation ，　 chum ・relation ，　 peer −

relation の 3 因子 が 見出さ れ た 。 男女 と も ganglrelation

は 小学校 5 年を ピーク に して 中 ・高の 期 間 に わ た っ て 急

速 に滅少す る こ と ， 加齢 ととも に poor （3因子 す べ て 低い ）

が減少 し ，
rich （3 因子 す べ て 高 い ） が増加す る こ と，青年

期に お け る chum か ら peer へ の 友人 関係の発 達的変化

は明確 で は な く，同時 に 併存する特徴で ある こ とな どが

示 さ れ て い る 。

b ．向社会的道徳判断 ・共 感

　稲葉 ・浅川 ・柬 ・古川 （20G1）は ， 幼稚園年長児 ， 小学

3 年生 ， 5 年生 を対象 に ， 幼 児期 か ら児 童期 に か け て の

向社会 的道徳判断 とその 理 由 づ け の 発達的変化 を検討 し

た 。 向社会的道徳 判断 は，加齢 と共 に 全 面的 な 援助が 減

少 し，部 分的援助が 増加す る こ と ， 判断理 由に つ い て は ，

第 1段 階 の 「快楽的 理 由 づ け 」 は幼稚園年長か ら小 学校

3年生に か け て増加 し， 3 年生か ら 5 年生 に か け て減少

す る こ と ， 第 II段階の 「他者の 要求志向」が加齢 に 伴 っ

て減少 し ， 第 V 段 階 （最 高水 準） の 「抽 象的 で 内面化 され

た理 由 づ け」が 増 加す る こ とが 明 らか に さ れ た。

　 i登張 （2001）は中学校 1〜 3 年生の 生徒を対象に ，多次

元性共感性尺度 を作成 し ， そ の 妥当性 を検討 し て い る 。

因子 分析 の結果 ， 同情 ， 個 人的苦 痛 ， フ ァ ン タ ジ
ー，気

持ち の 認 知 と想像 の 4 因子 が 抽 出 さ れ た 。情動 的共感性

尺度 な どとの 相 関を検討 した と こ ろ， 4 因子 い ずれ も中

程度 の 有意相 関 を示 し ， 尺 度の 妥当性が 確認 さ れ た 。

c ．社会的比較

　外山 （2001）は ， 幼稚園年少児 と 小学校 1〜 6 年生 を対

象 に ， 子 どもが個 別 に 課題 に 取 り組 ん で い るとき の，社

会 的比較行動 に 対 す る認知 ， 感情 ， 行動 の 年齢的変化 を，

個 別面接 と質問紙 に よ り調査 し た 。 「直接的な比較の 発

話」 はネ ガ テ ィ ブな感情 を引き起 こ す と考 え ら れ ，
い ず

れ の 学年で も行わ れ る こ と が少な か っ た 。 「仲間の 作業 へ

の 注意」は年齢の 上 昇 と と も に 「カ ン ニ ン グ」や 「や り

方 ・答 えを知 りた い 」 と考 え られ，減少 した 。逆 に 「進

度 の チ ェ ッ ク」 は自己評価 の た め に有益な行動 と す る 子

ど も が 5 ・6 年生 で多 く ， 実行す る と答 えた 子 どもは 学

年 と と も に増加 し た 。 こ れ ら の結果か ら外山は ， 年齢の

上昇 に伴 っ て ， 子 ど も は社会的比 較 の 否定 的側 面 に 気づ

くが ， 自己評価 の 目標 を満 たす た め に
， よ り社 会 的 に 受

け 入 れ や す い 形 に 比較行 動 を変容 さ せ る と 主張 し て い る。

d ．対人認知

　 こ の 分野 で は．他者 の 感情 の 読 み 取 り能力の 発達 に 関
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する研究 ， 対人認知の分化度の年齢的変化 に 関す る研究

が見 ら れ た 。

　高橋 ・向後 （2001） は，小学校 2年生 と 4 年生 の 児童 を

対象に ， F ＆ T 感情識別検査を用 い て ， 感 情の読み 取 り

能力の 年齢的変化 と ， 判断の 手が か り と なる情報が ，感

情の種類 に よ っ て どの よ うに異なる か を検討 した 。 F ＆

T 感情識別検査 は ，
ビ デオ刺激 に よ る テ ス トで，モ デ ル

の演 じる幸福 ， 悲 しみ ， 怒 り， 嫌悪の 4種類の感情が ，

音声 の み ，表情 の み ，音声 ＋ 表情 の 3 つ の チ ャ ネ ル で 提

示 さ れ る 。   喜びの 正答率は い ずれ の学年 も高 く， 主 に

表情か ら読み 取 られ る こ と，  怒 りは い ずれ の 学年 も表

情か ら読み 取 る が ， 4 年生は音声か らも正 確 に 読み取 れ

る こ と ，   悲 し み に つ い て は ，
い ずれ の学年 も音声 に よ

る読 み取 りは正確 だが ， 表情に よ る読み取 P は難 し い こ

と な どが 明 らか に された。

　川端（ZOOI｝は ， 児童の 学級 内 で の 対人行動が相手に よ っ

て 分化 す る 現象 を，対 人認知 の 分 化 に よ る もの と考え ，

小学 4 年生 と 6 年生 を対象 に ，Rep 　Grid手 続 き を用 い

て ， 最 も尊敬す る 同性な ら び に 異 性 の 友人 と 被験者 自身

との 類似度 を求め ，学年 と性別 に よ る差 を検討 した。そ

の 結果 ， 年齢の 上昇に よ り， 男子 で は尊敬 す る子 ど もを

よ り近 い 存在 ととらえ る よ うに な る の に対 し，女子 で は

同性 の 尊敬 す る子 ど もを ， 現実 の 自分 と は異な っ た 者 と

と らえる ように な る こ とが明 らか に された 。

e ．対人感情 ・ 対人態度

　 こ の 分野 で は ， 妬み感情 の測定尺度の 開発 と 自己 が 不

利益 を こ う む っ た 場面で の 感情処理 に つ い て の 研 究 が

あ っ た。

　澤田 （2001 ）は ，小学 3年生〜中学 3 年生 を対象に ， 成

績 ， 描画 ， 人気の 3 領域 に お い て感 じ る妬み感情の 個人

差 を測定す る尺 度を作成 し た 。 各領域 に つ き，敵意 的対

人感情 と否定的 自己感情の 2 因子 が見出さ れ た 。 敵意的

対人感情 は 成績領域 で男子 よ り女子 が 高 く ， 否定的自己

感情で は，成績領 域 で 小学 生 よ り中学生が高 く， 描 画 や

人気領域 で 女子 の 方が 男子 よ り高 い こ とが明 らか に され

た 。 澤田 は こ の よ うな性差 ・学年差 を，男女 の 嗜好 の 差

異や加齢 に伴 う興味 ・関心 の 変化の 反映 と して い る 。

　向井 （2001）は ， 統制不可能な 事態で 自己 が 不利益 を被 っ

た場面 で は ， 原 因 とな っ た対象に よ っ て分化 し た感情処

理 が，中学生 に も見 られ るか と い う こ と と ， 内的 な感情

処理 や 負の 感情の 表出 に つ い て ， 出生順位 に よる差 が あ

る か を質問紙法 に よ っ て検討し た 。 そ の結果，  自己 の

被 っ た不利 益 を不 特定の 他者に 帰属 さ せ る 1群は受動的

態度や落胆 が や や高 い ，  家族 に 原 因 を帰 属す る II群 は

攻撃的態度が やや高 い ，   1群 とII群 は ， 対象に 応 じて

攻撃的態度の表出傾向が 異 な る，  動物や 自然現象 に 帰

属す る III群 は対象間で の 対人態度の
一貫性が 高 い

，   長

子は対象の対人関係域差 に 対応 した対人態度を表 明 しや

す い の に 対 して，次子 は対象 に 未分化な対人態度 を表明

しやす い
， な どが 明 ら か に さ れ た 。

　以上 の 研 究以 外に は ， 社会的な事象の概念 の 発 達 （「言

論の 自由」 の 概念） があ っ た 。 長谷川 （2001） は ， 小学 4 年

生，6 年生，中学 2 年生 と大学生 を対 象 に ， 「言論 の 自由」

概念の発達的変化を検討 して い る。 質問紙 法 に よ っ て ，

「言論 の 自由」に つ い て の 抽 象的 な認識 と，ス ピーチ大会

を想定 した 具体的な場面で の 制限判断（言論 の 自由 を制限 し

て も よ い と い う判 断） に つ い て 調 査 が 行 な わ れ た 。 そ の 結

果 ，   抽 象的 に は小 4 生 で も大部分が 「言論の 自由」の

大切 さを認 め て い る こ と ，   具体的場面で の 制限判断に

つ い て は ， ス ピー
チ内容 が道徳 以外 の 領域 に 属 す る 場合

に ，小学 校か ら中学校 に か け て 自由を支持 す る程度 に差

が ある こ と，  小 4 ，小 6，中 2 は行為の 制限 と法 に よ

る制限を区別 しな い が ，大学 生 で は両者 が 区別 され る こ

と な どが明 らか に さ れ た 。

児童生徒の 不適応 と問題行動

a ，仲間関係 と不適応 ・問題行動

　 こ の 分 野 に は，まず仲間関係 で の 経験 や 感情 と ， ス ト

レ ス や 適応感 と の 関連 を検 討 した研究 があ る 。

　榎本 （2001）は，中学 1〜 3 年生 を対象 に ，青年が友人

に対 し て抱 く感情が ， 生活へ の適応感に 及 ぼ す影響 を検

討 して い る。 こ れ は 短期縦断的研究で ， 1 ， 2 ， 3 の各

学期 に 同
一

の 調査 が実施 され て い る 。 重 回帰分析の結果 ，

  充実感 に 対す る友人 へ の 感情 の 影響 は，男子 で は 低 い

が ， 女子 で は 1 ・2学期の 友人 へ の 信頼感 と葛藤 の低 さ

が充実感 に 影響 を与 えて い る こ と ，   孤独感に は，男女

と も 1 ・2学期 の友入 へ の 信頼 ・安定感の低 さ と ， 不安 ・

懸念の 高 さが 影響 して い る こ と ，   自立感に は ， 男女 と

も 1 ・2学 期 の 友人 か らの 独立感 が ， 特に男子 で は友人

へ の ラ イ バ ル 意識が 影響 し て い る こ と
， な ど が 明 らか に

された 。

　岡安 ・高山 （2000） は ， 中学校 1 〜 3 年生 を対象 に
，

2

学 期期間中の い じめ被害経験 ・加害経験 と，ス ト レ ス反

応 ， 学校 ス トレ ッ サ ーに つ い て ， 無記名形式の 質問紙調

査 を実施 して い る 。 ク ラ ス タ
ー

分析 の 結果 ，
い じめ被害 ・

加 害経験に 関 し て，「無視・悪 口 被害群 」， 「全般 的被害群」

「非 関与群」， 「全般的加害群」，「無視 ・悪口加害群」 の 5

群 に 分類 された 。 さ らに ， 全般的被害群は ス トレ ス反応

が 最も高 く，無視 ・悪 口被害群が こ れ に 次 ぐ こ と， 被害

者群の み な らず加害者群 もス ト レ ス 反 応 が 高 い こ と が 示

された 。 ま た ， 「無視 ・悪 口被害群」 と 「全般的被害群」

は 「学業」を ス トレ ッ サ ーと感 じ る傾向が 強 く，「全般的
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加害群」は 「先生 との 関係」を ス トレ ッ サ
ーと感 じ る傾

向が強 い こ と が明 らか に された。 こ れ ら の 結果 は，精神

的健康の 促進 の た め に は被害者 の みな らず加害者 に も ケ

ア ーが必要な こ とを示唆す る結果 と言える 。

　問題 行動 と社会的 ス キ ル との 関連や仲間内で の 地位 と

社会 的情報処理 との 関連 を検 討 す る研 究 も見 られた 。

　河村 （2001）は，小 4 〜中 3 の 児童生徒を対象に ， 自己

報 告形 式の社会的 ス キ ル 尺度を実施 し ， 教師に よ り非社

会 的 （C1 群 ）な ら び に 反 社会的 （C2 群 ） と指名 さ れ た児

童生徒の 社会的ス キ ル の 特徴を明らか に して い る。C1

群の 児童生徒 は ， 学級生 活 で 必 要な社会的 ス キ ル を全般

的に欠 い て い る こ と， C2 群 の 児童生徒は ， 「対人 関係の

マ ナース キ ル 」は低 い が 「会話 ス キ ル 」や 「主体的関わ

りの ス キ ル 」 が 高 く， ス キ ル の ア ン バ ラ ン ス が あ る こ と

が 明 ら か に さ れ た 。

　濱口 （2001）は小 4〜 6 年生 を対象に ， 仲間か ら被害を

受け た 場面 （挑発 場 面 ） に お け る社 会的情報処理 と加害者

児童 に 対 す る応答的行動 に つ い て 質問紙に よ る測定 を行

な い
， 仲間内で の 人 気 と の関連 を検討 し て い る。そ の 結

果，社会的地位の低 い 児童は高 い 児童 よりも ，   敵意帰

属傾向が 高い
，   産出さ れ た 応答的行動の レ パ ート リ

ー

に否定的な感情が表 出 され る傾 向が強 い ，  攻撃行動が

有効 と判断す る傾向が 強 い
，   許容的 な 行 動 を実行す る

こ とを困難 と感 じやす い ，  特 に男子低群で は，攻撃行

動 を実行 す る傾 向が強 い こ と な ど が 明 らか に さ れ た 。

　仲間関係の 要因と無気力感や 抑うつ 感 と の 関連を検討

す る研究 も あ る 。

　黒 田 ・桜井 （200D は ， 学業達 成 の 領域で展開 して きた

目標理論 を ， 仲 間関係の 領域 に 適用 し，　 中学生 1 ・ 2 年

生を対象 に ，友人 関係場面で の 目標志向性の 個人差 を測

定す る尺度を作成 した 。　 因子分析の結果 ， 経験・成長目

標 ， 評価
一

接近 目標 ， 評価
一

回避 目標 の 3種類 の 目標志

向性が認 め られ ， 各下位尺度 の 信頼性 と妥当性が確認さ

れ た 。さ ら に ，中学 1 ・2年生 を対象に ， 友人 関係場 面

で の 目標志向性 と抑 うつ と の 関連を重 回帰分析 に よ り検

討 し た と こ ろ ， 経験 ・成長 目標 と評価
一

接近 目標は抑 う

つ に対 し て負の ， 評価
一

回避 目標 は抑 うつ に 対 して正 の

有意 な標 準偏 回帰係数 を示 す こ とが 明 らか に さ れ た 。

　岡部 （2001）は ， 中学生 を対 象に ， 愛着 ス タ イ ル が ， 対

人関係や 生活習慣 を媒介 と しっ っ ， 無気力感に 影響 を及

ぼ す こ と を示そ うと試み た 。 階層的重 回帰分析の 結果 ，

  愛着の 不安定 さ は ， 心 を開か ず葛藤 を回避 し，ス トレ

ス の高 い 友人 関係 を強 め，そ の 結果，す べ て の 側面 に 亘 っ

て無気力感 を高め る こ と，  無気力感の 種類 に よ っ て ，

愛着の 不安定 さ の 影響 を媒介す る変数が異な る こ とな ど

が 明 ら か に さ れ た 。

b ．学校不適応 とその 関連要因

　学校不適 応 の関連要因 として は，対人交渉方略，内的

作業モ デ ル な どの 対人 関係 に 関わ る要因 ，自己肯定感 ，

テ レ ビ ゲーム の利用 な ど が 取 り上 げられ て い る 。

　張 （2001）は ， 小学 3〜中学 3年生を対象に ， 葛藤場面

で の 対入交渉方略の 年齢差 ・性差 ， 認知 さ れ た 学校 ス ト

レ ス との 関連 を，質問紙法 に よ っ て検討 した 。対人交渉

方略 の 得点 は ， 中学 生 よ り小学 生の方が 高か っ た が ，
こ

れ は，子 ど もは 小 学生 の 段階で 既に高次 レ ベ ル の 方略 を

身 に つ ける もの の ， 中学で は積極的な解決を 目指 さず ，

他者 と の 葛藤を回避 す る ため と解釈 された。さら に ， レ

ベ ル 0 の 交渉方略の使用者 は ，
レ ベ ル 3の 方略使用者よ

りも大 きな学校 ス トレ ス を感 じて い る こ と な どが示 さ れ

た 。

　粕谷 （2001）は ，中学 1〜 3 年生 を対象 に ， 内的作業 モ

デル （IWM ）と学校適応 と の 関連 に つ い て 検討 した 。 重 回

帰分析の 結果 ，   安定 した IWM を持つ 者は仲間か ら の

承認 を得やす く， 仲間 に よ る侵害行為 を受 け に くい こ と ，

  ア ン ビ バ レ ン トな IWM を持 っ 者ほ ど ， 仲間か らの 承

認 を受 け に くく， 侵害行為 を受け や す い こ と ，   回避的

な IWM を持 つ 者ほ ど，侵害行為を受け や す い こ と な ど

が 明 らか に さ れ た 。

　中道 ・塩 見 （2001） は ，自己肯定感 な らび に 対 人関係

と， 学級に お ける満足度 との 関連 を，小 学 4〜 6 年生対

象に検討 し， 自己肯定感 ・対 人関係 と も に 学級生活満足

群 で最 も高 い こ とを明 らか に し た 。 い じめ や悪ふ ざけな

ど の 侵 害行為 の 有無 に 拘わ ら ず ， 学級 内 で 承認 さ れ ，居

場所が ある と感 じ る児童 は ， 自己 を肯 定 的 に とらえ対人

関係 もうま くい くと考 えて い る こ と が 示唆 さ れ た 。

　木村 ・坂 元 （2001） は小学 5 ・6 年生を対象に ， テ レ ビ

ゲ
ー

ム の 1週 間 あた りの使用時間と学校不適応 に関す る

質問紙調査 を， 3 か 月間隔で 2 回実施 した （7 月 と10月）。

共分散構造分析の 結果 ，   7 月 で の テ レ ビ ゲ
ー

ム の 使 用

時間数 は ，
10月 の 学校嫌 い 感情や 学習意欲の減退を促す ，

  7 月 の 時点で の 学校嫌 い 感情は ， 10月 の 時 点 で の テ レ

ビゲーム使用時間を増加 さ せ る こ と が明 らか に された 。

テ レ ビゲーム の 使用 と学校不適応の 間に は悪循環が存在

す る こ とが示 唆され た 。

c ．攻撃性 とその 規定要 因

　青少年の 暴 力的 な問題行動が 注目 を集め て い る せ い か ，

今年度 も児童生徒の攻撃性 と そ の 関連要因に関す る研究

が 多 く見 ら れ た 。

　櫻井 。佐野 ・新井 （2001） は 中学 2 ・3 年生 を対 象 に ，

攻撃行動 と心理的 ス トレ ス 反 応，社会的望ま しさ と の 関

連 を検討 して い る 。 情 緒的 ス ト レ ス 反応 ， 認知 ・行動的

ス ト レ ス 反応 と もに ， 身体的暴力 ， 敵意 ，
い らだち，言
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語 的攻撃 ， 間接的攻撃 ， 置 き換 え の い ずれ の 攻撃性下位

尺度 と も正 の 有意相関が ある こ と ， 社会的望ま し さ は敵

意な ら び に 苛立 ち と有意な 正 の 相関が あ り ， ま じ め と さ

れ て い る者 （い わゆ る 「い い 子」）ほ ど，敵意や 苛立 ち と い う

内的な攻 撃性が 高 い こ と が 示 唆され た 。

　神藤 ・伊藤 ・久木山 ・西田
・木村 ・齋藤 （2001） は ， 中

学 1〜 3年生 に 対 して ， キ レ 経験の頻度 と衝動的暴力抑

制方略 に つ い て 調査を行 っ た 。 因子分析の 結果 ， 衝動的

暴 力抑制方略 に は，認知的方略 ， 回避的方略 ， 相談方略 ，

擬似 的発散方略の 4 種類あ る こ と が わ か っ た 。 さ ら に ，

認知的方略の使用 は ， キ レ 頻度の 多い 者 ほ ど少な い こ と ，

擬似的発散方略の 使用 は ， キ レ 頻度の 多 い 者ほ ど多 く な

る こ とが明 らか に さ れ た 。

　曽我 ・大竹 ・山崎 ・島井 （2001 ） は小学 4 〜 6年生を対

象 に ，生活習慣 と攻撃性 と の 関連 を検討 した 。 その 結果 ，

睡眠習慣 （就綬 時刻，睡 眠時 間，睡 眠充足，寝 つ き の よ さ，熟 睡，

目覚 め の 気分，悪夢）が攻撃性に関連 があ る こ と， 中で も就

寝時刻は ， 特 に攻撃性 と関連が 強 い こ とが示 された。食

習慣で は ， 朝食 の 欠食 ， 夕食時 刻不定 ， 間食過多，野菜

不足 ， 甘味類の 過 多が攻撃性の 高さ と関連があ る こ とが

示 さ れ た 。

　柳原 ・齋藤 ・木村 （2001）は ， 小 5か ら中 3の 児童生徒

を対象 に ， キ レ 行動 ， 衝動性 コ ン トロ ール
， 食 事 ・睡眠

時間の 日ご とに よ る差 異 を調査 した。その結果，  日ご

と の朝食の 時間が 同 じ者は異 な る者 よ りも ， 衝動性 コ ン

トロ ール が高 い ，  日ご との起床時刻が 同 じ者は異な る

者 よ りも，衝動性 コ ン トロ ー
ル が 高 く， 間接的攻撃 ， 直

接的攻撃，反社会的行動を行 な う傾向が 弱い な どの結果

が 得 られ ， 食事や起床 ・睡眠の 日ご と に よ る変動 と衝動

性 コ ン トロ ー
ル ，キ レ 行動 との 関連が示 された 。

　木村 ・山 口 ・藤井 ・西 田 ・齋 藤 ・原 田 ・榎 本 （200D

は，都市部 ， 農村部 ， 都市色 と農村色 の 両者が混在 す る

地域 の それ ぞれ に ある中学校 各 1校ずつ の 中学 2 年生を

対象 に ，ゲーム セ ン タ
ーの利用状況 と キ レ 行動お よ び そ

れ に 関連す る 心理的特性に つ い て調査 した 。 そ の 結果 ，

  都市部 と農村部の 中学校で ， ゲーム セ ン タ ーの 利 用回

数が 多 い ほ ど ， キ レ 行動得点が 高い
，   農村部の 中学校

で は ， 利用 回 数が多 い ほ ど 反社会 的行 動 と衝動 性 コ ン ト

ロ ー
ル 尺度の 得点が高 い こ とが 明らか に され ， ゲーム セ

ン タ
ー利用 と キ レ 行動 ， 衝動性 コ ン トロ ール と の 関連は

地域 に よ っ て 様相が異な る こ と が指摘 さ れ た 。

　 菅原 ・真榮城 ・小泉 ・酒井 （20D1） は ， 思春期 の 子 ど も

の externa ］izing　problems （外 在的 問題行 動傾 向 ：反 社会 的・

攻撃的， 反抗的， 注意散漫 ， 衝動 コ ン トロ
ール の 弱 さ ） を測定 し ，

発達初期か らの 連続性 と先行要因の検討を行 っ て い る 。

こ の 研究は ， 妊娠初期か ら16年間に 亘 っ て 父母 と子 ども

を対象 と し て行な わ れ た 縦断的研究の
一

部で あ る 。 分析

の結果 ， 外在的問題行動傾向は 隣接す る年齢段階間で 中

程度の 正 の 相関があ り ， 生後 6 か 月 と 15歳 時 で も低 い 正

の有意相関が認め られた 。 有意 な関連 の 認 め られ た先行

要因に は ， 乳幼児期の 子 どもの行動特徴（反 応 強度，フ ラ ス

トレ ーシ ョ ン 耐性，周期 の 規則 性 ）， 10歳 の時点で の親子関係

（母 親 の 子 ど も へ の 否 定 的感情，母親 との 信頼 関 係，母 親 の 養育 の 暖

か さ，父親の 子 ど もへ の否 定的感情）， 10歳時 の 家族機能 嫁 庭

の 雰 囲気の 暖 か さ，家族 の 凝 集性，父 親 の 母 親 に 対 す る愛情，母親

の 父親 に 対 す る 愛情 ）が あ り ， 広範な変数 が問題行動傾向 に

関与す る こ と が示 され た 。

d ．問題 行動 に対す る児童生徒の 意識

　問題 行動 に つ い て の 子 どもの 意識 に 関 する研究 も散見

さ れ た 。

　村瀬 （2001）は ， 小学校 3年生 と 5年生を対象 に ，児童

の 「よ い こ と」 と 「悪 い こ と」 に つ い て の 意識 と そ の 年

齢的変化 に つ い て検討 して い る。児童 は 「よ い と思う行

動」 に は，援助 ，仕事，貸す，言葉 か け ， 仲良 くす る な

ど を，「悪 い と思 う行動」 に は，　 攻撃行動，禁止 行動 ，

け ん か ，うそ，器物損壊 な ど を挙げて い る 。 さ ら に ， 学

年の 上昇 に つ れ て ，悪 い 行動 を容認す る傾向が ある こ と

が 示 され た 。

　前 田 ・中條 （2001） は 小学 校 5 ， 6年生 と中 ・高生 を対

象に ， 多様 な問題行動 に つ い て の体験欲求の 学年差を検

討 し て い る 。 そ の結果，「酒を飲む 」「タ バ コ を吸 う」な

ど，自分の 利益，興味，享楽 ， 嗜好な どを追 及す る行為

は ， 学年の 上昇 と と もに体験欲求が増加 す る こ とな どが

明 らか に され た 。 こ の 他 ， 学年の 上昇に 伴 っ て体験欲求

が低下す る 行 動や ， 逆 U 字形 の 変化 をす る行動 が ある こ

とが明 らか に された 。

e ．ス トレ ス ・コ
ーピ ン グ，ソ

ー
シ ャ ル ・ サポー ト

　鈴木 ・桜 井 （2001） は 中学生 を対象 に ，生徒の 仲間志向

性 を調整変数 と し て ， 問題行動 と ソーシ ャ ル ・サ ポ ー ト

と の 関連を検討 して い る。 重 回帰分析 の 結果，  教 師か

らの サ ポートが多 い ほ ど， 飲酒 は抑制 されやす い こ と，

  母親 か らの サ ポ
ー

トな らび に 教師 か らの サ ポ ー
トが 多

い ほ ど， 喫煙 が抑制 されやす い こ とが示 され た 。 また ，

父親 か らの サ ポー トが 低 い 群 に 限っ て ，仲間志向性の 強

い 者ほ ど， 飲 酒や喫煙 の 意 図 が高 まる こ とが わ か り， 父

親サ ポ ー トの 多さが
， 仲間か らの 悪影 響 を弱 め ，飲酒や

喫煙 の 意 図 を低下 させ る こ とが示唆 され た 。

　佐 々 木 （2001＞ は
，

ス ト レ ス ・コ ーピ ン グ は 固定的な も

の で な く，ス ト レ ス状況に応 じて変動す る もの と考え ，

体育 の学習場面 に 限定 し た ス ト レ ス ・コ ーピ ン グ尺度

（SCS ・PE ）を開発 して い る。体育学 習 の ス トレ ス 場 面 と し

て
， 運動 が 上手 に で きな い な ど の 能力 的不適応経験場 面
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を取 り上 げ ， 中学 1〜 3年 生 の デ
ー

タ を因子 分析 し た結

果 ， 「ス トラテ ジー追及」， 「回避的認知・行動」， 「内面安

定」の 3因子 が見出 さ れ ，
こ れ ら に よ り下位尺度が 構成

さ れ た 。 α 係数 ， 再検査信頼性 と も ほ ぼ満足な 値が 得 ら

れ た 。 自己充実的達成動機 と ス ポーツ に お け る目標志向

性 を外的基準 と した と こ ろ ， 予 想さ れ た相関が認め られ ，

基準関連的妥当性が確認 された 。

不適応児童生徒 へ の支援

　 こ こ に は ， 特別 な配 慮 を必要 と す る 児童生徒 の 援助に

関わ る研究が含 まれ る 。 学習障害（LD ）児 と そ の 親に対 し

て教師が行 う援助に つ い て の 評価に 関す る 調査研究 ， 学

習障害 や注意欠 陥多動 性障害 を持 つ 子 ども， 不 登校児童

生徒 や ， 授 業困難学級の 教師 と生徒に対す る支援の 実践

報告 が あ っ た 。

a ．教師の 援助に対す る評価

　 上村 ・
石 隈 （2000） で は，普通学級 に 在籍す る小学生 の

保護者を対 象に ， 算数 の 学習 に関す る教 師か らの サポ
ー

トに つ い て の 保護者 の 評価 （サ Ttf− 　 F へ の 評 価 と，そ の 様

なサ ポー
トを与える教師と一緒 に 子 ど もの 問題 に 取 り組

む行動 へ の意思 を測定す る尺度が 開発 さ れ た 。 因子分析

の 結果 ， サ ポー トへ の評価 と行動 へ の意思と もに ， 指導

的 サ ポ
ー

ト， 道具的サ ポー ト， 情緒的サ ポー トの 3因子

が見出され た 。 3 つ の 下位尺度を構成 し ， α 係数を算出

した結果，十分 な信頼 性が得 られ た 。さ らに ， LD お よ び

そ の 周辺的 な障害 を持 つ 子 どもの 保護者 を対象に ， こ の

尺度 を実施 した と こ ろ ， サ ポー トへ の 評価 ， 行動へ の意

思 とも に ，道具的サポ ートが最 も高く， 指 導的サ ポート

は 最 も低 か っ た 。日本 で は
，
LD と その 周辺 の 障害 を持 っ

て い る 子 ど もた ち は，多 くの場合普通学級 に 措置 され，

各自にあ っ た 適切な サ ー ビ ス を受けられ な い 状態 に ある

た め ， 教師に対 し て母親 は道具的な支援を よ り強 く求め

る と解釈さ れ て い る 。

b ．LD とそ の 周辺児童 生徒に対する支援

　わが 国 で は ， 学習 障害 児や注 意欠陥 ・多動性障害の 子

ど もは 特別 な援助 ニ
ーズ を抱 えな が ら も ， 普通学 級 に 措

置さ れ ， 正 し い 理解や適切な支援 もな い まま に 教室の 中

に放置 され る ケ ース が多 い
。 こ う し た 問題 を打破 し よ う

とす る援助者の実践報告が な さ れ て い る 。

　植木 （2000）は ， 言語能力 は標準 的だが ， 計算の仕組み

の 理解が 困難 で ， 計算修 得 に 対 す る学習動 機が著 し く低

い 小学 6年生 の LD 男児 に 対 して ， 8 回 の 認知 カ ウ ン セ

リン グを実施 して い る 。 前半 4 回 で ， 計 算へ の 動機づけ

と カ ウ ン セ ラーとの関係作 りが 目標 とされたが ， 計算の

必 要性 を訴 える説得 は
一

切 控 え，対象児 の 計 算嫌 い の 感

情 に 共感す る こ と に よ り関係作 りが すす め ら れ た 。また
，

ス ーパ ーで買 い 物を し て 金額が不足す る経験 を対象児 に

さ せ ， 計算 に対する実用志向の 動機づ けが高め られ た 。

後半 4 回 で は ， 繰 り下が り の あ る計算の手続 き の修得が

目標 と さ れ た が ，そ こ で は，理 解よ り前 に手続 き の獲得

を先行 させ る こ と，手続 き獲得の 際 に ，相互 モ デ リ ン グ

が介入技法 と し て 用 い られ た 。 相互 モ デ リ ン グ で は ，計

算の 最中の思考過程の み な らず ， 感情や ， 不安を自己調

整す る た め の発言も含 まれた 。 介入 の結果 ， 短期間の う

ち に繰 り下が りの ある計算に習熟 し ， 計算課題 へ の動機

づ け と自己効力感が 高 ま っ た 。

　兵藤 （2001）は ， 多動性 と注意集中に困難の見 ら れ る児

童 に対 し ， 保育所時代か ら小学校 3 年生 ま で ， 家庭 と学

校で の 継続的な教育臨床 的介入 を行 い
， 本児の 意欲の 向

上 ， 他児へ の 衝動的な行動の激減 ， 国語の読み や 算数の

計算 ・文章題 で の 良好 な成績な どの 成果 をあげ て い る 。

　小林 （2001）は ， 授業中の 離席や乱暴な言動の た め に学

校 か ら リフ ァ
ー

された小 学 2年生 男子 に 対 して ， 学外の

相談員の 立場 で ， 知能検査 に よ る ア セ ス メ ン ト， 教職員

に 対す る コ ン サ ル テ
ー

シ ョ ン を行 っ た。 こ の 中で ，問題

行動 に つ い て の 教職員 の 誤 っ た意識 を修正 する と ともに，

本児が必要 とす る援助方針を教職員 に 示 し，実行 を求め

た 結果 ， 子 ど も の行動が 改善さ れ ， 担任教師 も自信を回

復 し ， 保護者 との 関係 も修復 さ れ た 。

　具体的な 実践報告以外に も， LD の 新 し い 下位類型 を

特定 し よ う とす る研究 も見 ら れ た （酒井・五 ＋ 嵐 構 部，2001　 ：

秋元，2001）。

c ．その 他の 問題行動に対する 支援

　不登校児童生 徒や ， 授業崩壊 した学級 へ の 支援活動も

報告され て い る 。

　渡辺 ・伊藤 ・森 田 （2001）は ， 不登校児童 生徒 を対 象 と

した キ ャ ン プ 活動 の 中で，どの プ ロ グラ ム が 不登校児 の

達成動機や 自尊感情の 上昇 に 効果 が ある の か を明 らか に

し よ う と，キ ャ ン プ （1 泊 2 日が 2 回 ，
3 泊 4 日が 1 回 ）に 参

加 し た不登校児童生徒 と そ の き ょ うだ い を対象 に ，質問

紙調査 を 実施 し た 。 そ の 結果不登 校児の 場 合 ， 「農作

業」， 「す い か わ り」， 「キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー」， 「こ ん に ゃ

く作 り」 など の プ ロ グラ ム へ の参加が ，達成 動機 を高 め

る こ とが 示唆さ れ た 。

　浦野 （ZOOI）は ， 小学校 6 年生の 1 学級 で ， 新任教師（D ）

が担当す る図工 の授業が 数名の男子児童 に よ っ て 荒れ た

状態に な っ た た め ， TT に よ る授業補助 と コ ン サ ル テ ー

シ ョ ン を約 6 ヶ 月間に 亘 っ て実施 し て い る 。 TT （教職 歴 16

年の教 師）として の支援は ， 荒れ の 中心で ある数名 の男児

に対 して ，   作品が完成する よ う助言し ， 手伝 う，   よ

い 作品が完成 した り， 作品 の よ さ が感 じ られ た ら ， D 教

師 に 見せ るよ う指示 し，
D 教師 と の よい 関わ りの場面を
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作る と い う，2点が重視 された。TT は ，
　D 教師 へ の コ ン

サ ル テ ー
シ ョ ン も実施 した が ，そ こ で は ， 教師同士 の相

互の コ ン サ ル テ
ーシ ョ ン とな るよ う留意 され た 。 介入 の

結果 ，   荒 れ の 中心 メ ン バ ーと D 教師と の 関係 の改善 ，

  学級 の 児童 た ち か ら ， D 教師の 指導態度が やや受容的

に な り，要求的で な くな っ た と認 知 さ れ る よ うに な っ た ，

  D 教 師の 児 童認知 の 視 点 に 広 が りが見 ら れ た な ど の変

化 が 生 じ， 最終 的 に は TT の 援助が な く て も教師 1人 で

授業 を行な えるま で に な っ た 。

生活習慣

a ．基本的生 活習慣と問題行動

　児童生徒の 基 本的生活 習慣 の 実 態に 関す る研究が 報告

さ れ て い る。

　増田 ・島井 ・大竹 （2001） は ， 小学 1〜 6 年生 の 保護者

を対象 に ， 生活習慣の 実態 と遊 びや家族 の 要因 に つ い て

質問紙調査 を行 っ た 。 高学 年 に な る ほ ど
， 睡眠時間が 短

くな り， 就寝時刻 ・起床時刻 と も遅 くな り， 起床時 に な

か なか 起 き られな い 傾 向が増大 す る こ と が 明 ら か に さ れ

た 。

　石原 ・多田 ・福田 （2001） は ， 公立小 学校 4 ・6 年生 と

中学生 を対象に ， 生活習慣調査 と健康調 査 を実施 し ， 合

せ て 体温 （舌 下 温〕 を 3 日 間 に 亘 り，
10時 点 で 測 定 した 。

コ サ イナー法に よ り概 日 パ ラ メ タ
ー

を算出した と こ ろ，

メ サ ーと振幅は高学年 ほ ど低下 し ， 頂点位相 は高学 年ほ

ど後退 す る こ と が明 らか に さ れ た 。 ま た ，就寝時刻 の 早

い 群 （A 群 ） と遅 い 群 （D 群）を 比較 した と こ ろ ， 就寝時刻

が 異な っ て も両群 の 体 温位相に ズ レ は な く，D 群は心身

機能の よ り低 下 した時 点 で 睡眠 を と る こ と ， 中 1 と中 3

で D 群 の ほ うが有意 に 慢性疲労が 高い こ と が明 らか に さ

れた 。

b ．基本的生活 習慣に つ い て の 意識 と子ど も観 の 研究

　子 ど もの 基本 的生活習 慣 の 未獲得や 崩れ の 問題 に つ い

て は ， 学校 と家庭 とが 連携 し あ っ て 取 D組 む こ とが 必要

だ が
， 実際に は様々 な困難が 横た わ っ て い る。 こ うした

連携の 困難 さ に 関わ る要 因を明 らか に し， よ り よ い 取 り

組みの指針を得 る目的 で ， 小学校教員 と公立教育研究所

の所員 に よ っ て 行わ れ た 一連 の 調査研究 が あ る 〔大木 ・中

村 ・桐 谷 ・斎藤 ・堀 田
・秋 元 ・芳 賀 （2001）， 中村 ・桐谷 ・斎藤 ・塩

田 ・秋元 ・大木 ・芳 賀 （2001），桐 谷 ・斎 藤 ・塩 田 ・秋元 ・大木 ・中

村 ・芳 賀 （2001），斎 藤 ・塩 田
・
秋 元

・
大木 ・中 村 ・桐 谷 ・芳 賀

（200D ，塩 田 ・秋元 ・大木 ・中 村 ・桐 谷 ・斎藤 ・芳 賀 〔2001），秋 元 ・

大木 ・中村 ・桐 谷 ・斎 藤 。塩 田 ・芳 賀 （200D 〕。

　 こ れ らの 研究 で は ， 小学校教師 と小学生 の 子 ど もを持

つ 保護者 を対象 に ， 基本的生活習慣に つ い て の 意識 と 子

ど も観 が 測定 された 。 教師 と保護者の意識の 差異 を検討

した と こ ろ，基本的生活習慣 に つ い て は ，

一
般的に教師

よ り も保護者の 方 が 子 ど もに 対す る要求が高 く， 厳 し い

が，机の 中の整理整頓な ど学校生活 に関わ る行動の 場合

に は ， 逆に教師の 方が厳 しくな る こ とが示 された 。 子 ど

も観 に つ い て は ， 教師は保護者よ りも 「子 ど もの 遊び に

け ん か は つ きもの だ」と考 え る傾向が 強 い が ， 「子 ど もは

け ん か した らや りか え して よ い 」 と は考え な い 傾向が あ

る こ とが 明 らか に され て い る 。 ま た ， 因子分析に よ り，

保護者 と教師の 「基本的生活習慣」な ら び に 「子 ど も観」

の 因子構造 の差異 も検討さ れ て い る 。

　調査結果 か らは ， 教師と保護者の意識面 で の 大 き な ズ

レ は見 出せ な か っ た 。 に も拘わ らず，基本的生活習慣 の

指導 に 際 して
， 教師が 保護者 と連携 をと る こ とが 難 しい

と感 じ るの は，保護者 の 中 に 子 ど も観 も規範意識 も と も

に許容 的 な少数 の 群 が お り， そ の 少数者の 声 だ けが ク

ロ ーズア ッ プされ るた め と研究者た ちは主張 して い る 。

そ し て ， 基本的生活習 慣 に つ い て 教師 と差 が な い か ， む

しろ厳 しい 考 えを持 っ て い る大多数の 保護者の 声を生 か

す こ と
， 教師 と保護者が と もに学校 を作る と い う意識 を

共有で き る よ う に な る こ とが必 要 と主張 して い る 。

c ．食事中の 家族の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン と精神的健康性

　平井 （2001 ） は小学校 5 ・6 年生児童 とそ の 両 親 を対象

に ， 質問紙法 に よ り家族の健康性な らび に親子 間 の 心理

的結合性 と， 食事中の家族の コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン との 関

連 を検討 した 。 健康群 嫁 族 の健 康 性 が 高 い 〉 の子 どもは ，

不健康 群 の 子 ども よ り ， 食事状態 ， 父親 ・母親 と の 食事

中 の 会 話 の 頻度 ， 心理 的結合の い ずれ に お い て も良好で

ある こ と，健康群の 父母 は不健 康群 の 父母 よ り も ， 食事

状態 ， 子 ど も と の 会話 内容，子 どもとの 心理的結 合に お

い て も良好で あ る こ と が 明 ら か に され た。食事場 面 で の

会話 を通じた コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン が 家族の 健康性 に 影響

を及 ぼ す が ，そ れ は 特に 子 ど も に顕著 に 表れ る こ と が 指

摘さ れ た 。

子 ど もの発達 に影響する家庭の 要因

　父親 の 家庭 へ の 関与 と子 ど も の 精神的健康 と の 関連を

検討 し た研究が あ る。 平 山 （2001＞は ， 中学 1〜 3 年生の

家族 を対象に ， 質問紙 に よ る 調 査 を行 っ た と こ ろ ， 男子

で は神経症傾向 ・怒 り
・非協調性 と 父親の関与 度 （母親の

評 定 に よ る） と に負の相関を 見 ら れ ，女子 の場合 に も， 神

経症的傾向 と父親の関与度 と負の 相関が見 られた。また ，

父親 は 自ら の 家族関与度 を高 く評価 し て い るが ， 母親か

らの 評 価が低 い 場合 に ， 中学生 の 神経症傾向が 最 も高ま

る こ とが 明 らか に され て い る 。

　子育 て 中 の 親 の 精神的健康 を取 り上 げ た 研究が散見さ

れた。 これ に は ， 母親の就労が母親自身の 抑 うつ 傾向を
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高め る こ と を示 し た研究や ， 長期化 す る父親 の 単身赴任

が 母親の ス ト レ ス 反応 や養育不安 に 及 ぼす影響 を明 らか

に しよう と試み た 研究がある 。

　田中 ・中澤 ・中澤 （2000） は ， 大企 業の 管理職 を中心 と

した ， 経済的に豊か な家事 ・育児機 能 に 支障 の な い 家庭

を対象 と し た 調査 の 結 果，父親 の 単 身赴任 に よ る母親 へ

の 影 響は ， 親 自身 の 年齢 に よ っ て 異 な る こ と が 明 ら か に

された。低年齢群 の 母親の 場合に は ， 単身赴 任の 長期 化

を受容 し ， 覚悟 し ， 時に は 計画 し て 積極 的 に 選択 して い

る た め ， 養育不安 や ス トレ ス 反 応を高め る とい う有害な

効果は 見 られ な い
。

・
こ れ に 対 して

，高年齢群 の 単身赴任

は ， 子 どもが 高校 に 在学 し て い て転校が 困難で あ っ た り，

大学の受験期 に 差 しか か っ て い るた め ， や む を得ず単身

赴 任を選択 した た め ，母親 の ス ト レ ス 反応が 高ま る と い

う結果 が得 られ て い る 。

　小泉 ・菅原 ・酒井 ・真榮城 （2001） は ， 有職 の 母親 が 直

面す る困難が ，ど の様 に母親 自身の抑 うつ 傾向に 影響 す

る か を ， 10歳児 と そ の 母親 を対象 と した調査 で 検討 し て

い る 。 こ れ は前出 の 菅原他 （200］）の縦断的研 究の
一

部で

あ る 。
パ ス 解析 の 結果，職場 か ら家庭 へ の ネ ガ テ ィ ブ ・

ス ピ ル オ ーバ ーは，子育て や 夫婦関係 を媒介 と して 母親

の抑 うつ を規定す る た め ， 母親の 精神的健康 の 維持 に は，

仕事 ス トレ ッ サーの 軽減や労働時間の短縮が 必要で ある

こ と が 示 唆 さ れ た 。

　以上 の研究の ほ か に ， 14歳の 子 どもとそ の 両親 を対象

と し た ， 親子間の 信頼感に 関す る研究が ある （酒 井・菅原・

小泉 ・真 榮城，2001）。
こ の 研究 で は ， 父親 と 男児 の 問で は ，

互 い に感 じて い る信頼感 に ずれ が 生 じ て い る な どの 結果

が報告され て い る。

おわ りに

　最後に ， 以上 の 研究を概観 して 筆者 が 抱 い た感想 を述

べ る 。

　研 究方法 と しては，質問紙法 を用い た もの が今年度 も

非常 に 多 か っ た 嘩 者 自身の 研 究 もそ うで あ る ）。 実践研 究 を

除け ば ， 今回取 り上 げた研 究の 中 で ，実験 法，面接法，

観 察法 を採用 した 研究は皆無 と言 っ て も よ い ほ ど で あ る。

こ れ は ， 質問紙以外の 方法は ， 様 々 な負担 の た め に
， 教

育現場 で の 協 力 を得 る こ とが 難 しい こ と もひ と つ の原因

で あ ろ う。
と は い え，児童生徒 に関す る 心理 学的知見 が ，

も っ ぱ ら質問紙法に の み 依存 して 蓄積され る こ とに は，

や は り不安 を感 じ ざ る を得な い
。 多様 な方 法 に よ る 研究

が望 まれ る。そ の ため に は，質 問紙以外の 方法を受け 入

れ て くれ る研究 フ ィ
ール ドを開拓す る 必要が ある が ， 学

校教 育現場 の 現状 を見 る と容易で は な い 。子 ど も や教師

が ， 実験 や面 接 に 参加 ・協力 す る こ と で得 ら れ る応分の

メ リ ッ ト を ， 研究者が積 極的 に 創 出し，PR す る こ と も考

えなけ れ ばな らな い の か もしれな い 。

　横断的研究が多か っ た の も例年通 りの 傾向で あ っ た 。

発達に お け る特定要因の 因果 的影響の解明の た め に は ，

縦断的な データ の収集が欠 か せ な い こ と を考 え る と ，
こ

れ も残念 な こ とで あ る。しか し，意欲的な 縦断的な研究

も数件み られ た。縦 断的 に 収集さ れ た データ に 対 して ，

共分散構造分析 を適用す る こ と に よ り， 因果関係の解明

に 踏み 込 ん だ 研究 も あっ た 。
こ の よ うな ア プ ロ ーチ が 今

後さ ら に増 える こ とが望 まれ る 。

　研究テ ーマ と して は ， 対 人関係 ・社会性 と適応 と の 関

連 や ， 攻 撃性 とその 関連要因 に つ い て の 研究が 目立 っ た。

こ れ は子 どもの攻撃性の高 ま りを危惧す る最近の世間の

問題意識 を反映 した もの の よ うに 思われ る。 長 期 に わ た

る縦断的研 究 に よ り， 思春期の 外在的な問題行 動 の 生起

に 関わ る要因が 明ら か に さ れ た こ とや ， 攻撃性 と生活習

慣 との関連が 明 らか に さ れ た こ とは重要 な成果 と言 え る。

た だ ，わ が 国で は ， 攻撃行 動 の 生起 メ カ ニ ズ ム の 解明 に

寄与す る ， 児童 や青年 を対 象 とした 基礎的研究の 蓄積 は

相変わ らず乏 し い （特に女 児 の 攻 撃 性 に つ い て は殆 ど検討 され

て い な い ）。 今後は 理 論的な背景 を踏 ま えなが ら，
こ の よう

な 基礎的研究 も多 くな さ れ る こ と が 期待 さ れ る 。 そ れ と

同時に ， 子 ど もの 攻撃性 に つ い て こ れ ま で に蓄積 さ れ た

知見 を基 に ，攻撃性 の 高 い 子 どもを支え ， 望 ま しい 方向

へ と変容す る取 り組み に つ い て の 実践報告 も待た れ る 。
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